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業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は，2021 年 11 月 11 日に公表した 2022 年３月期通期業績予想と本日公表の実績値に差異が生

じましたので，下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想と実績値との差異について 

（1）2022 年３月期連結業績予想と実績値との差異（2021 年４月１日～2022 年３月 31日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

262,000 

百万円 

0 

百万円 

△500 

百万円 

8,000 

円 銭 

29.06 

実績値（Ｂ） 265,237 3,510 5,065 12,529 45.52 

増減額（Ｂ－Ａ） 3,237 3,510 5,565 4,529  

増減率（％） 1.2 － － 56.6  

（ご参考）前期実績 

（2021年３月期） 
234,964 △18,420 △20,156 △27,211 △98.83 

 

（2）2022 年３月期個別業績予想と実績値との差異（2021 年４月１日～2022 年３月 31日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

120,300 

百万円 

△600 

百万円 

△2,100 

百万円 

12,000 

円 銭 

43.59 

実績値（Ｂ） 123,382 446 211 13,988 50.81 

増減額（Ｂ－Ａ）   3,082 1,046 2,311 1,988  

増減率（％） 2.6 － － 16.6  

（ご参考）前期実績 

（2021年３月期） 
87,680 △13,808 △16,713 △20,160 △73.22 

  



 

 

２．差異の理由 

  2022 年３月期通期の連結業績は，第４四半期においてまん延防止等重点措置の影響により，交通

事業において予想を下回る結果となりました。 

一方，不動産事業において，賃貸マンション等を含む販売用不動産の入れ替え速度を速めたこと

や，分譲マンションの販売戸数増加などによる増収に加え，ローコストオペレーションの進捗に伴

う費用の削減などを進めたことにより，営業利益は前回公表値を上回りました。 

また，経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益は，投資有価証券売却益の計上などによ

り，それぞれ前回公表値を上回りました。 

  なお，通期個別業績についても，同様の理由により，前回公表値を上回りました。 

 

以 上 


